
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律 

　

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

　

目
次
中
「
第
五
十
七
条
」
を
「
第
五
十
八
条
」
に
改
め
る
。 

　

第
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
又
は
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
条
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第

十
一
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
六
号
ま
で
又
は
第
八
号
か
ら
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号

た
だ
し
書
中
「
及
び
次
号
」
を
「
（
第
七
号
を
除
く
。
）
、
次
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、

同
項
第
九
号
中
「
第
七
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
八
号
イ
に
掲
げ
る
」
に
、
「
同
号
」
を
「
同
号
イ
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若

し
く
は
」
に
、
「
者
で
」
を
「
者
又
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
期
間
内
に
分
割
に
よ
り
同
号
ロ
の
立
入
り
に
係
る
風
俗
営
業
を
承
継

さ
せ
、
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
当
該
風
俗
営
業
以
外
の
風
俗
営
業
を
承
継
し
た
法
人
（
分
割
に
つ
い
て
相
当
な
理
由
が
あ
る
者

を
除
く
。
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
法
人
の
当
該
立
入
り
が
行
わ
れ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
役
員
で
あ
つ
た
者
で
、
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
前
号
に
規
定
す
る
」
を
「
前
号
イ
に
掲
げ
る
」
に
、
「
法
人
又
は
」
を
「
法
人

若
し
く
は
」
に
、
「
前
号
の
」
を
「
前
号
イ
の
」
に
、
「
者
で
」
を
「
者
又
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
期
間
内
に
合
併
に
よ
り
消
滅



し
た
法
人
若
し
く
は
同
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
返
納
を
し
た
法
人
（
合
併
又
は
風
俗
営
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当

な
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
の
前
号
ロ
の
立
入
り
が
行
わ
れ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
役
員
で
あ
つ
た
者
で
、
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
風
俗
営
業
の
許
可
の
取
消
処
分
に
係
る
聴
聞

の
期
日
及
び
場
所
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
当
該
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
」
を

「
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
期
間
内
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

イ　

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
風
俗
営
業
の
許
可
の
取
消
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
が
公
示
さ
れ
た

日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
当
該
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間 

ロ　

第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
風
俗
営
業
の
営
業
所
へ
の
立
入
り
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当

該
立
入
り
の
結
果
に
基
づ
き
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
風
俗
営
業
の
許
可
の
取
消
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う

か
否
か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
安
委
員
会

が
当
該
立
入
り
を
受
け
た
者
に
当
該
立
入
り
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る

当
該
特
定
の
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
間 

第
四
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 



七　

当
該
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
法
人
に
限
る
。
イ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
次
に
掲

げ
る
法
人
が
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
風
俗
営
業
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
者 

イ　

当
該
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
当
該
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
事

業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
も
の
（
ロ
に
お
い
て
「
親
会
社
等
」
と
い
う
。
） 

ロ　

親
会
社
等
が
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の 

ハ　

当
該
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は

そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の 

第
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
三　

第
三
号
に
該
当
す
る
者
が
出
資
、
融
資
、
取
引
そ
の
他
の
関
係
を
通
じ
て
そ
の
事
業
活
動
に
支
配
的
な
影
響
力
を
有

す
る
者 



第
七
条
第
三
項
中
「
の
申
請
を
し
た
相
続
人
」
を
削
る
。 

第
七
条
の
二
第
二
項
後
段
及
び
第
七
条
の
三
第
二
項
後
段
を
削
る
。 

第
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
客
の
正
常
な
判
断
を
著
し
く
阻
害
す
る
行
為
の
規
制
） 

第
十
八
条
の
三　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
そ
の
営
業
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。 

一　

第
十
七
条
に
規
定
す
る
料
金
に
つ
い
て
、
事
実
に
相
違
す
る
説
明
を
し
、
又
は
客
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
す
る

こ
と
。 

二　

客
が
、
接
客
従
業
者
に
対
し
て
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
を
抱
き
、
か
つ
、
当
該
接
客
従
業
者
も
当
該
客
に
対

し
て
同
様
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
乗
じ
、
次
に
掲
げ
る
行
為
に
よ

り
当
該
客
を
困
惑
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
遊
興
又
は
飲
食
を
さ
せ
る
こ
と
。 

イ　

当
該
客
が
遊
興
又
は
飲
食
を
し
な
け
れ
ば
当
該
接
客
従
業
者
と
の
関
係
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
る
旨
を
告
げ
る
こ

と
。 



ロ　

当
該
接
客
従
業
者
が
そ
の
意
に
反
し
て
受
け
る
降
格
、
配
置
転
換
そ
の
他
の
業
務
上
の
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
当
該
客
が
遊
興
又
は
飲
食
を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨
を
告
げ
る
こ
と
。 

三　

客
が
注
文
そ
の
他
の
遊
興
又
は
飲
食
の
提
供
を
受
け
る
旨
の
意
思
表
示
（
第
二
十
二
条
の
二
第
一
号
に
お
い
て
「
注
文

等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
前
に
遊
興
又
は
飲
食
の
全
部
又
は
一
部
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
客
を
困
惑
さ
せ
、
そ

れ
に
よ
つ
て
当
該
遊
興
を
さ
せ
、
若
し
く
は
し
た
も
の
と
さ
せ
、
又
は
当
該
飲
食
を
さ
せ
る
こ
と
。 

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
風
俗
営
業
を
営
む
者
の
禁
止
行
為
等
）
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
接
待
飲
食
営
業
を
営
む
者
の
禁
止
行
為
） 

第
二
十
二
条
の
二　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
営
業
を
営
む
者
は
、
そ
の
営
業
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。 

一　

客
に
注
文
等
を
さ
せ
、
又
は
当
該
営
業
に
係
る
料
金
の
支
払
そ
の
他
の
財
産
上
の
給
付
若
し
く
は
財
産
の
預
託
若
し
く

は
こ
れ
ら
に
充
て
る
た
め
に
行
わ
れ
た
金
銭
の
借
入
れ
（
こ
れ
と
同
様
の
経
済
的
性
質
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
係

る
債
務
の
弁
済
（
次
号
に
お
い
て
「
料
金
の
支
払
等
」
と
い
う
。
）
を
さ
せ
る
目
的
で
、
当
該
客
を
威
迫
し
て
困
惑
さ
せ

る
こ
と
。 



二　

客
に
対
し
、
威
迫
し
、
又
は
誘
惑
し
て
、
料
金
の
支
払
等
の
た
め
に
当
該
客
が
次
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
金
銭
そ
の
他

の
財
産
を
得
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。 

イ　

売
春
防
止
法
そ
の
他
の
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
。 

ロ　

対
償
を
受
け
、
又
は
受
け
る
約
束
で
、
不
特
定
の
相
手
方
と
性
交
類
似
行
為
等
（
性
交
類
似
行
為
を
し
、
又
は
他
人

の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的
で
、
当
該
他
人
の
性
器
等
（
性
器
、
肛
門
又
は
乳
首
を
い
う
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同

こ

う

じ
。
）
を
触
り
、
若
し
く
は
当
該
他
人
に
自
己
の
性
器
等
を
触
ら
せ
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
。 

ハ　

第
二
条
第
六
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
第
七
項
第
一
号
の
営
業
に
お
い
て
異
性
の
客
に
接
触
す
る
役
務
を
提

供
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
。 

ニ　

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る

被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四

年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
を
す
る
こ
と
。 

ホ　

外
国
に
お
い
て
売
春
を
す
る
こ
と
。 

第
二
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
遊
技
場
営
業
を
営
む
者
の
禁
止
行
為
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
前
条



第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
」
を
削
る
。 

第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
又
は
第
六
号
か
ら
第
九
号
」
を
「
、
第
六
号
又
は
第
八
号
か
ら
第
十
号
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

　

第
二
条
第
六
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
営
業
を
営
む
者
は
、
営
業
所
で
異
性
の
客
に
接
触
す
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
に

13
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
の
紹
介
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
紹
介
を
し
た
者
又
は
第
三
者
に
対
し
、
当
該
紹
介
の
対
価

と
し
て
金
銭
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
提
供
し
、
又
は
第
三
者
を
し
て
提
供
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
規
定
は
、
」
を
「
規
定
は
」
に
改
め
、
「
者
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
三
項
の
規

定
は
第
二
条
第
七
項
第
一
号
の
営
業
を
営
む
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
、
「
な
つ
て
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
三
項

中
「
営
業
所
で
異
性
」
と
あ
る
の
は
「
異
性
」
と
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
一
条
の
十
五
第
一
項
中
「
第
四
十
九
条
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
二
十
三
の
表
第
四
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
の
項
中
「
及
び
第
七
号
」
を
「
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改

め
る
。 

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
在
留
期
間
」
の
下
に
「
の
満
了
の
日
」
を
加
え
る
。 



第
五
十
七
条
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。 

第
五
十
六
条
中
「
代
表
者
、
法
人
又
は
」
を
「
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
」
に
、
「
が
、
」
を
「
が
、
そ
の
」
に
、
「
営

業
」
を
「
業
務
」
に
、
「
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
」
に
、
「
又
は
人
に
対
し
、
」
を
「
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。 

一　

第
四
十
九
条　

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑 

二　

第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
又
は
第
五
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で　

各
本
条
の
罰
金
刑 

　

第
五
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
九
条
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る
時
効
の
期
間

は
、
同
条
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の
期
間
に
よ
る
。 

　

第
五
十
六
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。 

第
五
十
五
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
と
す
る
。 



第
五
十
四
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
す
る
。 

第
五
十
三
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
者
」

を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定

中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。 

第
五
十
二
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」
を
「
と

き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と

し
、
同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。 二　

第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

第
五
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

七　

第
二
十
八
条
第
十
三
項
（
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
と



き
。 

第
五
十
二
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第
五
十
一
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。 

第
五
十
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
者
」
を
「
と

き
。
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。 

第
四
十
九
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一　

第
三
十
一
条
の
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

二　

第
三
十
一
条
の
十
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
の
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
と
き
。 

三　

第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の
二
十
、
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
、
第

三
十
四
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
五
条
の
二
又
は
第
三
十
五
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
公
安
委
員
会
の
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。 

四　

第
三
十
一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
を
営
ん
だ
と
き
。 

五　

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
三
十
一
条
の
二
十
二
の
許
可
又
は
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第



七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。 

六　

第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と
し
、
第
七
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
十
九
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く

は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

一　

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
風
俗
営
業
を
営
ん
だ
と
き
。 

二　

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七

条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。 

三　

第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

四　

第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
の
六
第
二
項
第
二
号
若
し

く
は
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。 

五　

第
二
十
八
条
第
一
項
（
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。 



六　

第
二
十
八
条
第
二
項
（
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
都
道

府
県
の
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

附　

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一　

附
則
第
六
条
の
規
定　

公
布
の
日 

二　

第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第
二
号
イ
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
改
正
規
定

及
び
第
三
十
一
条
の
二
十
三
の
表
第
四
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
の
項
の
改
正
規
定　

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六

月
を
経
過
し
た
日 

　

（
調
整
規
定
） 

第
二
条　

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
が
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
刑
法
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
で
あ
る



場
合
に
は
、
刑
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は
、
「
懲
役
」
と
す
る
。

刑
法
施
行
日
以
後
に
お
け
る
刑
法
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

２　

施
行
日
が
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六

十
八
号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
法
第
九
十
六
条
の
う
ち
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
二
条
の
改
正
規
定
中
「
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条

第
一
項
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
及
び
第
五

十
三
条
」
と
す
る
。 

　

（
酒
税
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条　

酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　

第
十
条
第
七
号
の
二
中
「
第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
禁
止
行
為
等
」
を

「
風
俗
営
業
を
営
む
者
の
禁
止
行
為
等
」
に
、
「
第
五
十
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、

「
第
五
十
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
第
八
号
」
に
、
「
第
五
十
六
条
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
（
第



二
号
」
に
改
め
、
「
第
八
号
に
」
の
下
に
「
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
」
を
加
え
る
。 

　

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
四
条　

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
次
条
に
お

い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

　

別
表
第
二
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

　

別
表
第
三
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
一
の
二　

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四

十
九
条
（
無
許
可
営
業
等
）
の
罪 

　

（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
五
条　

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
財
産
上

の
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
で
犯
し
た
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
第
四
十
九
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
罪
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
第
五
十
条
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
の
罪
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
犯
罪
行
為
（
日
本
国
外
で



し
た
行
為
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
罪
に
当
た
り
、
か
つ
、
当
該

行
為
地
の
法
令
に
よ
り
罪
に
当
た
る
も
の
を
含
む
。
）
に
よ
り
生
じ
、
若
し
く
は
当
該
犯
罪
行
為
に
よ
り
得
た
財
産
又
は
当

該
犯
罪
行
為
の
報
酬
と
し
て
得
た
財
産
に
関
し
て
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
し
て
も
、
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
財
産
は
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
犯
罪
収
益
と
み
な
す
。 

　

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
六
条　

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含

む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。 



理　

由 
　

最
近
に
お
け
る
風
俗
営
業
等
を
め
ぐ
る
情
勢
に
鑑
み
、
接
待
飲
食
営
業
に
係
る
遵
守
事
項
等
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
風
俗

営
業
の
許
可
に
係
る
不
許
可
事
由
を
追
加
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由

で
あ
る
。 

 


